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解
き
方
の
ポ
イ
ン
ト 

 

１ 

何
を
聞
か
れ
て
い
る
の
か  

 

「
指
し
示
し
て
い
る
内
容
は
何
か
」  

 
 →

指
示
語
の
問
題 

 

「
な
ぜ
か
」「
理
由
は
」  

 
 

 
 

 
 

 →

理
由
を
問
う
問
題 

 

「
ど
ん
な
様
子
か
」  

 
 

 
 →

具
体
的
内
容
を
問
う
問
題
な
ど 

 

２ 

ど
う
聞
か
れ
て
い
る
の
か
、
ど
う
答
え
る
の
か 

 

「
な
ぜ
か
」  

 
 

 
 

 
  →

～ 

 

「
ど
ん
な
こ
と
か
」  

   →

～ 

 

「
ど
う
い
う
こ
と
か
」  

 →

～ 

 

「
何
か
」  

 
 

 
 

 
 

 
 →

～ 
 

 
 

／ 

～ 

 

３ 

書
き
抜
く
の
か
、
文
を
作
る
の
か 

 

① 

書
き
抜
き
な
さ
い
。
抜
き
出
し
な
さ
い
。 

 
 

 →
 

正
確
に
、
一
字
一
句
間
違
え
な
い
よ
う
に
、
書
き
写
す  

 

② 

文
中
の
語
句
を
用
い
て
、
書
き
な
さ
い
。 

 
 

 →
 

重
要
語
句
を
用
い
て
自
分
で
ま
と
め
る 



４ 
字
数
は
何
字
か
、
句
読
点
は
入
る
の
か 

 

① 

「
○
字
以
内
で
答
え
よ
」  

 
 

 →
 

 

② 

「
○
字
程
度
で
答
え
よ
」  

 
 

 →
 

 

③ 

「
○
字
で
答
え
よ
」  

 
 

 
 

 
 →

 

 

④ 

句
読
点
は
、
特
別
な
指
示
が
な
い
限
り
、
数
に
入
れ
る
。 

 
 

 

句
読
点
も
一
字
と
数
え
る
・指
示
な
し →

  

 
 

 

句
読
点
は
含
ま
な
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

   →
 

 
  ５ 

一
文
な
の
か
、
部
分
な
の
か 

 

①「
一
文
の
最
初
の
○
字
を
書
け
」 

 
 

 →
 

 
 

 
 

 
 

 

か
ら
書
く 
 

×

読
点
（、
）の
あ
と
か
ら 

 
 

★
一
文 

＝ 

長
さ
に
関
係
な
く
、
句
点
（。
）か
ら
句
点
ま
で 

 

②「
部
分
を
抜
き
出
せ
」 

 
 

 →

一
文
よ
り
長
い
場
合
も
、
短
い
場
合
も
あ
る
し
、 

 
 

 
 

文
の
途
中
で
始
ま
っ
た
り
終
わ
っ
た
り
も
す
る
。 

 

③「
一
文
節
で
抜
き
出
せ
」 →

  

 

④「
一
語
で
抜
き
出
せ
」 

  →
  



解
き
方
の
ポ
イ
ン
ト 

ま
と
め 

 

１ 

何
を
聞
か
れ
て
い
る
の
か  

 

２ 

ど
う
聞
か
れ
て
い
る
の
か
、
ど
う
答
え
る
の
か 

 

「
な
ぜ
か
」  

 
 

 
 

 
  →

『
～ 

 
 

 

。
』 

 

「
ど
ん
な
こ
と
か
」  

   →
『
～ 

 
 

 

。
』 

 

「
何
か
」  

 
 

 
 

 
 

 
 →

『
～ 

 
 

 

。
』 

か 

『
～ 

 
 

 

。
』 

 

３ 

書
き
抜
く
の
か
、
文
を
作
る
の
か 

 

４ 

字
数
は
何
字
か
、
句
読
点
は
入
る
の
か 

 

① 

「
○
字
以
内
で
答
え
よ
」  

 
 

 →

（  
 

 
 

 
 

 

）  
 

 
 

  
 

② 

「
○
字
程
度
で
答
え
よ
」  

 
 

 →

（  
 

 
 

 
 

 

） 
 

③ 

「
○
字
で
答
え
よ
」  

 
 

 
 

 
 →

（  
 

 
 

 
 

 
） 

 

④ 

句
読
点
は
、
特
別
な
指
示
が
な
い
限
り
、
数
に
入
れ
る
。 

 

５ 

一
文
な
の
か
、
部
分
な
の
か 

 

①「
一
文
の
最
初
の
○
字
を
書
け
」 

 
 

 →

（  
 

 
 

 
 

）
か
ら
書
く 

 
×

読
点
（、
）の
あ
と
か
ら 

 

②「
部
分
を
抜
き
出
せ
」 

 

③「
一
文
節
で
抜
き
出
せ
」  →

（  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）  
 

④「
一
語
で
抜
き
出
せ
」  

 →

（  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

） 



論
説
文
の
ポ
イ
ン
ト 

 

（
１
）チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト 

 

① 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

② 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

③  

   

「
人
を
成
長
さ
せ
る
読
書
」
と
い
う
文
章
の
キ
ー
ワ
ー
ド 

 
 

 
 

 →

（  
 

 
 

 
 

 

）
（  

 
 

 
 

 
 

 

） 

 

（
２
）
指
示
語
の
鉄
則 

 

① 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

② 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

③       

   

１ 

白
い
花
が
咲
い
て
い
た
。
そ
れ
は
、
と
て
も
美
し
か
っ
た
。 

 
 

 
 

 

そ
れ→

 

 

２ 

平
和
へ
の
切
な
る
願
い
。
そ
れ
は
、
人
類
共
通
の
希
望
で
あ
る
。 

 
 

 
 

 

そ
れ→

 

 

★ 

指
示
語
が
出
て
き
た
ら
、
す
ぐ
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る 



（
３
）
接
続
語 

 
 

 
 

 

前
後
の
つ
な
が
り
を
考
え
る 

 
 

そ
し
て 
だ
か
ら 

 
 

 
 

 
 

 
 

順
接 

 
 

し
か
し 

だ
が 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

逆
接 

 
 

つ
ま
り 

要
す
る
に 

 
 

 
 

 
 

 

要
約 

い
い
か
え 

＝ 

ま
と
め 

 
 

な
ぜ
な
ら 

た
と
え
ば 

 
 

 
 

 

説
明 

具
体
例 

 
 

さ
て 

で
は 

と
こ
ろ
で 

 
 

 
 

転
換 

 
 

 
 

 

＝ 

段
落
分
け 

  
 

私
は
、
国
語
が
好
き
だ
。
（  

 
 

 
 

 
 

）、
数
学
は
苦
手
だ
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 →

 

 

（
４
）
主
題 

 
 

 
 

 
 

筆
者
が
最
も
言
い
た
い
と
こ
ろ  

 
 

・
（  

 
 

 
 

）
を
見
る 

 
 

・
（  

 
 

 
 

 
 

 
 

）
を
探
す 

 
 

・
文
章
の
（  

 
 

 
 

 
 

 

）
を
見
る 

 
 

・
接
続
語
（  

 
 

 
 

 
 

）
（  

 
 

 
 

 
 

）
に
注
目 



  
 

人
は
、
環
境
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
。
（  

Ａ 
 

）、
意
識
さ
え
持
っ
て 

 

い
れ
ば
、
環
境
の
中
で
自
分
を
変
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
（  

Ｂ 
 

）、 

 

自
分
が
変
わ
れ
ば
周
り
が
変
わ
り
、
結
果
的
に
環
境
を
変
え
て
し
ま 

 

う
こ
と
も
あ
る
。
た
と
え
周
り
の
環
境
が
悪
く
て
も
、
自
分
が
そ
れ
を 

 

弾
く
だ
け
の
意
志
と
術
を
心
得
て
い
れ
ば
、
勝
手
に
染
め
ら
れ
て
し
ま 

 

う
も
の
で
は
な
い
。  

 

問
１ 

こ
の
文
章
の
テ
ー
マ
と
な
る
語
を
、
文
中
か
ら
一
語
で
抜
き
出
し
な 

 
 

 

さ
い
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（  
 

 
 

 
 

 

） 

問
２ 

Ａ
Ｂ
に
あ
て
は
ま
る
語
を
あ
と
か
ら
一
つ
ず
つ
、
選
び
な
さ
い
。 

 
 

 
 

ア 

そ
し
て 

 
 

イ 

し
か
し 

 
 

ウ 

つ
ま
り 

 
 

エ 

さ
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

Ａ
（  

 
 

 
 

） 

Ｂ
（  

 
 

 
 

） 

問
３ 

「
そ
れ
」が
指
す
内
容
を
、
文
中
の
語
を
用
い
て
書
き
な
さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

） 



論
説
文
ポ
イ
ン
ト 

ま
と
め 

 

（
１
）チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト 

 

① 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

② 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

③ 

  （
２
）
指
示
語
の
鉄
則 

 

① 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

② 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

③      

  

★ 

指
示
語
が
出
て
き
た
ら
、
す
ぐ
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る 

 

（
３
）
接
続
語 

 
 

 
 

（  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
を
考
え
る 

 

（
４
）
主
題 

 
 

 
 

 
 

筆
者
が
最
も
言
い
た
い
と
こ
ろ  

 
 

・
（  

 
 

 
 

）
を
見
る 

 
 

・
（  

 
 

 
 

 
 

 
 

）
を
探
す 

 
 

・
文
章
の
（  

 
 

 
 

 
 

 

）
を
見
る 

 
 

・
接
続
語
（  

 
 

 
 

 
 

）
（  

 
 

 
 

 
 

）
に
注
目 

 



小
説
の
ポ
イ
ン
ト 

 

（
１
）
小
説
の
三
要
素 

 

① 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

② 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

③  
 

       

 
 

 

（だ
れ
が
）     

 
 

 
 

（い
つ
・ど
こ
で
）  

 
 

（ど
う
し
た
） 

  
 

★ 

い
つ
も
と
違
う
こ
と
（  

 
 

 
）
が
起
き
る
こ
と
に
よ
っ
て 

 
 

 

（  
 

 
 

）
の
心
情
が
変
わ
っ
て
い
く
。 

 
 

★ 

設
問
を
読
ん
で
、
問
わ
れ
て
い
る
（  

 
 

 

）
を
チ
ェ
ッ
ク 

 
 

 

す
る
の
も
良
い
。 

 

（
２
）
人
物
の
心
情 

 

① 
 

 
 

 
 

 
 

し
か
め
っ
つ
ら
の
ま
ま 

 
 →

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

② 
 

 
 

 
 

 
 

い
て
も
た
っ
て
も
い
ら
れ
ず→

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

③ 
 

 
 

 
 

 
 

「
は
い
」
と
小
声
で
言
っ
た
。→

 
 

 
 

 
 

 
 

  



 

（
３
）
情
景
描
写 

 
 

・
季
節
や
時
間
が
わ
か
る
。
場
所
や
周
り
の
様
子
が
わ
か
る
。 

 
 

・
背
景
だ
け
で
な
く
、
人
物
の
気
持
ち
を
も
表
す
こ
と
が
あ
る
。  

 
 

 
 

太
陽
は
赤
々
と
燃
え
て
い
る
。  

 
 

 
 →

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

冷
た
い
月
の
光
が
僕
を
照
ら
し
て
い
た
。→

  

   

（
４
）
比
喩
（た
と
え
）表
現 

  
  

 
 

（
＝ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

） 

 
 

 
 

僕
は
、
鳥
に
な
っ
た
よ
う
な
気
分
だ
っ
た
。→

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

僕
は
、
鳥
に
な
っ
た
気
分
だ
っ
た
。  

   →
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

木
々
の
お
し
ゃ
べ
り
が
と
て
も
心
地
よ
い
。→

 
 



   
 

 

昨
日
か
ら
降
り
続
く
雨
は
、
ま
だ
、
や
む
気
配
が
な
か
っ
た
。
私
は
、 

 
 

無
雑
作
に
、
テ
ー
ブ
ル
の
上
の
携
帯
電
話
に
手
を
伸
ば
し
た
。 

 
 

 

そ
の
時
、
メ
ー
ル
が
届
い
た
。
送
信
相
手
は
、
実
家
の
母
で
あ
る
。 

 
 

「
そ
う
だ
。
今
日
は
、
私
の
誕
生
日
だ
っ
た
。
」 

 
 

 

私
は
、
急
に
母
が
懐
か
し
く
な
っ
て
、
実
家
に
電
話
を
か
け
た
。 

 
 

「
メ
ー
ル
、
あ
り
が
と
う
。
風
邪
な
ん
て
、
ひ
い
て
な
い
？
」 

 
 

 

窓
を
た
た
く
雨
音
が
、
少
し
だ
け
弱
く
な
っ
た
気
が
し
た
。 

 

問
１ 

こ
の
場
面
の
事
件
を
「
・
・
・こ
と
。
」
と
い
う
形
で
答
え
な
さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

） 

問
２ 

こ
の
事
件
の
あ
と
の「
私
」
の
気
持
ち
と
し
て
適
切
で
な
い
も
の
を 

 
 

 

あ
と
か
ら
一
つ
、
選
び
な
さ
い
。 

 
 

 
 

ア 

感
謝 

 
 

イ 

郷
愁 

 
 

ウ 

安
心 

 
 

エ 

憂
う
つ 

問
３ 

こ
の
場
面
で
、「
私
」
の
気
持
ち
を
象
徴
し
て
い
る
も
の
を
、
一
語
で
答 

 
 

 

え
な
さ
い
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（  
 

 
 

 
 

） 



小
説
の
ポ
イ
ン
ト
ま
と
め 

 

（
１
）
小
説
の
三
要
素 

 

① 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

② 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

③  
 

       

 
 

 

（だ
れ
が
）     

 
 

 
 

（い
つ
・ど
こ
で
）  

 
 

（ど
う
し
た
） 

 
 

★ 

い
つ
も
と
違
う
こ
と
（  

 
 

 

）
が
起
き
る
こ
と
に
よ
っ
て 

 
 

 

（  
 

 
 

）
の
心
情
が
変
わ
っ
て
い
く
。 

 
 

★ 

設
問
を
読
ん
で
、
問
わ
れ
て
い
る
（  

 
 

 
 

）
に
チ
ェ
ッ
ク 

 
 

 

す
る
の
も
良
い
。 

 

（
２
）
人
物
の
心
情 

 

① 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

② 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

③ 

 

（
３
）
情
景
描
写 

（
４
）
比
喩
表
現 

 

① 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

② 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

③ 



 
古
典
の
基
礎 

   

歴
史
的
仮
名
遣
い 

 →
 

 

現
代
仮
名
遣
い  

   

１ 

語
頭
以
外
の「
は
・ひ
・ふ
・へ
・ほ
」 →

 

「
わ
・い
・う
・え
・お
」 

 
 

 
 

か
ほ→

 
 

 
 

 
 

 
 

ま
へ→

 
 

 
 

 
 

 
 

思
ひ→

  
 

２ 

「
ぢ
・づ
」 →

 

「
じ
・ず
」 

 
 

 
 

み
ぢ
か
く→

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

よ
ろ
づ→

 
 

３ 

「
ゐ
・ゑ
・を
」 →

 

「
い
・え
・お
」 

 
 

 
 

ゐ
る→

 
 

 
 

 
 

 
 

す
ゑ→

 
 

 
 

 
 

 
 
を
と
こ→

 
 

４ 

「
く
わ
・ぐ
わ
」 →

 

「
か
・が
」 

 
 

 
 

く
わ
じ→

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ぐ
わ
ん→

 
 

５ 

「
む
」 →

 

「
ん
」 

 
 

 
 

ひ
む
が
し→

 
 

６ 

「
ア
段
＋
う
」 →

 

「
オ
段
＋
う
」 

 
 

 
 

ま
う
す→

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

あ
ふ
ぎ→

 

 

７ 

「
イ
段
＋
う
」 →

 

「
イ
段
ゅ
＋
う
」 

 
 

 
 

う
つ
く
し
う→

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

き
う
り→

 

 

８ 

「
エ
段
＋
う
」 →

 

「
イ
段
ょ
＋
う
」 

 
 

 
 

せ
う
と→

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

れ
う
り→

 



 
古
典
の
基
礎 

 
 

 

問 
 

現
代
仮
名
遣
い
に
直
し
、
す
べ
て
ひ
ら
が
な
て
書
き
な
さ
い
。 

  

① 

き
の
ふ 

 

②  

を
か
し 

 

③ 

に
ふ
だ
う 

 

④ 

ま
ゐ
る 

 

⑤ 

し
づ
く 

 

⑥ 

て
う
し 

  
⑦ 

さ
う
ら
ふ 

  

⑧ 

け
ふ 

 

⑨ 

き
や
う  

 

⑩  

ゆ
ゑ 

   

①
（  

 
 

 
 

 
 

 
 

） 

②
（  

 
 

 
 

 
 

 
 

） 

③
（  

 
 

 
 

 
 

 
 

）  
 

 

 

④
（  

 
 

 
 

 
 

 
 

） 

⑤
（  

 
 

 
 

 
 

 
 

） 

⑥
（  

 
 

 
 

 
 

 
 

）  

 

⑦
（  

 
 

 
 

 
 

 
 

） 

⑧
（  

 
 

 
 

 
 

 
 

） 

⑨
（  

 
 

 
 

 
 

 
 

）  

 

⑩
（  

 
 

 
 

 
 

 
 

）  
 



 
 古

典
の
基
礎 

  

与
一
、
か
ぶ
ら
を
取
つ
て
つ
が
ひ
、
よ
つ
ぴ
い
て
ひ
や
う
ど  

 

放
つ
。
小
兵
と
い
ふ 

ぢ
や
う
、
十
二
束
三
伏
、
弓
は
強
し
、 

 

あ
や
ま
た
ず
あ
ふ
ぎ
の
要
ぎ
は
一
寸
ば
か
り
お
い
て
、
ひ
い 

 

ふ
つ
と
ぞ
射
切
つ
た
る
。 

 
 

  

問 

次
の
語
句
を
現
代
仮
名
遣
い
に
直
し
な
さ
い
。 

 
 

 
 

 

① 

つ
が
ひ 

 
 

 
→

 

（ 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

） 

 
 

② 

ひ
や
う
ど 

 
 
→

 

（ 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

） 

 
 

③ 

い
ふ 

 
 
 
 
→

 

（ 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

） 

 
 

④ 

ぢ
や
う 

 
 
 
→

 

（ 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

） 

 
 

⑤ 

あ
ふ
ぎ 

 
 
 
→

 

（ 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

） 

 
 

⑥ 

ぎ
は 

 
 
 
 
→

 

（ 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

） 



 
古
典
の
基
礎 

   

歴
史
的
仮
名
遣
い 

 →
 

 

現
代
仮
名
遣
い  

   

１ 

語
頭
以
外
の「
は
・
ひ
・
ふ
・
へ
・
ほ
」  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 →

 

「 
 

 
 

・  
 

 

・  
 

 

・  
 

 

・  
 

 

」 
 

２ 

「
ぢ
・づ
」 →

 

「 
 

 
 

・  
 

 
」 

 
 

  
 

３ 

「
ゐ
・ゑ
・を
」 →

 

「 
 

 
 

・  
 

 

・  
 

 
」 

   

４ 

「
く
わ
・ぐ
わ
」 →

 

「 
 

 
 

・  
 

 

」 
   

５ 

「
む
」 →

 

「 
 

 
 

」 
   

６ 

「
ア
段
＋
う
」 →

 

「 
 

 
 

段
＋
う
」 

 
 

 

７ 

「
イ
段
＋
う
」 →

 

「 
 

 
 

段 
 

 

＋
う
」 

 
 

 

８ 

「
エ
段
＋
う
」 →

 

「 
 

 
 

段 
 

 

＋
う
」 

 
 



 
係
り
結
び
の
法
則 

 
 

 
  

 

係
助
詞       

意
味 

 
 

 
 

 
 

文
末
の
形 

 
 

ぞ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

強
意 

 
 

な
む 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

連
体
形 

  
 

 

や 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

疑
問
・
反
語 

 
 

か 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 

こ
そ 

 
 

 

強
意 

 
 

 
   

 
 

已
然
形 

   

例
１ 

 

名
を
ば
、
さ
ぬ
き
の
造
と
な
む
、
い
ひ
け
る
。 

 

例
２ 

 

い
か
な
る
所
に
か
、
こ
の
木
は
さ
ぶ
ら
ひ
け
む
。 

 

例
３ 

 

折
節
の
移
り
変
は
る
こ
そ
、
物
ご
と
に
あ
は
れ
な
れ
。 



 
係
り
結
び
の
法
則 

 
 

 
  

 

係
助
詞       

 
  

意
味 

 
 

 
 

 

文
末
の
形 

 

（  
 

 
 

） 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【 
 

 
 

 
 

 
 

 

】 
 

（  
 

 
 

） 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

   
 

連
体
形 

  
 

（  
 

 
 

） 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【 
 

 
 

・  
 

 
】 

 

（  
 

 
 

） 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

（  
 

 
 

）  

【 
 

 
 

 
 

 
 

 

】  
 

已
然
形 

  

問 
 

例
を
参
考
に
し
て
、
係
り
結
び
の
法
則
に
印
を
し
な
さ
い
。 

  
 

例 
 

名
を
ば
、
さ
ぬ
き
の
造
と
な
む
、
い
ひ
け
る
。 

  

① 

扇
は
空
へ
ぞ
上
が
り
け
る
。 

   

② 

何
事
か
あ
り
け
む
。 

  

③ 

神
へ
参
る
こ
そ
本
意
な
れ
。 



 
係
り
結
び
の
法
則 

  
 

「
あ
は
れ
、
弓
矢
と
る
身
ほ
ど
口
惜
し
か
り
け
る
も
の
は
な
し
。 

 
 

な
さ
け
な
う
も
討
ち
た
て
ま
つ
る
も
の
か
な
。
」と
か
き
く
ど
き
、 

 
 

袖
を
顔
に
押
し
あ
て
て
、
①

さ
め
ざ
め
と
ぞ
泣
き
ゐ
た
る
。 

 
 

や
や
久
し
う
あ
つ
て
、
鎧
直
垂
を
と
つ
て
、
首
を
つ
つ
ま
ん
と
し
け
る
に
、 

 
 

錦
の
袋
に
入
れ
た
る
笛
を
ぞ
、
腰
に
さ
さ
れ
た
る
。  

 
 

「
あ
な
い
と
ほ
し
、
こ
の
暁
、
城
の
内
に
て
管
弦
し
た
ま
ひ
つ
る
は
、
こ
の
人
々
に
て 

 
 

お
は
し
け
り
。
上
臈
は
、
な
ほ
も
や
さ
し
か
り
け
り
。
」と
て
、
九
郎
御
曹
司
の 

 
 

見
参
に
入
れ
た
り
け
れ
ば
、
こ
れ
を
見
る
人
、
涙
を
流
さ
ず
と
い
ふ
こ
と
な
し
。 

 
 

後
に
聞
け
ば
、
修
理
大
夫
経
盛
の
子
息
に
大
夫
敦
盛
と
て
、 

 
 

生
年
十
七
に
ぞ
な
ら
れ
け
る
。 

 
 

②

そ
れ
よ
り
し
て
こ
そ
熊
谷
が
発
心
の
思
ひ
は
す
す
み
け
れ
。 

 

問
１ 

①
②
の
文
の
係
り
結
び
の
法
則
を
説
明
し
な
さ
い
。 

 
 

 
 

 

① 

係
助
詞
（  

 
 

 
 

 
 

）  
 

 
 

結
び
の
語
（  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

） 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

結
び
の
活
用
形 

 

（  
 

 
 

 
 

 
 

）形 

 
 

 
 

 

② 

係
助
詞
（  

 
 

 
 

 
 

）  
 

 
 

結
び
の
語
（  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

） 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

結
び
の
活
用
形 

 

（  
 

 
 

 
 

 
 

）形 

問
２ 

①
②
以
外
に
、
係
り
結
び
の
法
則
は
い
く
つ
あ
る
か
。
漢
数
字
で
答
え
な
さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（  
 

 
 

 
 

）つ 



「
短
歌
・表
現
技
法
」 

１ 

短
歌
に
つ
い
て 

  

「
五
七
五
七
七
」の
三
十
一
文
字 

 
 

＝ 

定
型 

 
 

 
 

 
 

 
 

字
余
り 
・ 

字
足
ら
ず 

＝ 

破
格 

 

２ 

句
切
れ
に
つ
い
て 

 
 

 

（  
 

 

）句
切
れ 

 
 

 
 

 

（  
 

 
）句
切
れ 

 
 

 

句
切
れ
な
し 

 

 

五 

／ 

七 

／ 

五 
／ 
七 

／ 

七 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（  
 

 

）句
切
れ 

 
 

 
 
（  

 
 

）句
切
れ 

 

 

＊
意
味
の
句
切
れ
る
と
こ
ろ 

 

＊
切
れ
字
（や 

・ 

か
な 

・ 

け
り
）の
あ
と 

３ 

修
辞
法 

 

（
１
） 

比
喩 

 

直
喩 

・ 

隠
喩 

・ 

擬
人
法 

 

（
２
） 

反
復
法 

 
 

 

く
り
か
え
す 

 

（
３
） 

対
句
法 

 
 

 

似
た
言
葉
を
並
べ
る 

 
 

 

（
４
） 

倒
置
法 

 
 

 

順
序
を
逆
に 

 

（
５
） 

体
言
止
め 

 
  

名
詞
で
止
め
る 

 

（
６
） 

擬
声
語 

 
 

 

音
を
表
す 
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